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医療費節約！

健康保険を守るために医療費の節約を
　日本の医療費は医療技術の進歩や高齢化により年々
急増し、増え続ける医療費を支えるために健康保険の
財政は非常に厳しい状況です。医療費の増大は健康保
険料の負担増につながりますから、ぜひ医療費の節
約にご協力ください。

安易な時間外受診は避ける
時間外の診療は通常の診療とは異なり割増料金
も請求されますから、緊
急度をよく考えて必要最
低限の受診にとどめるこ
とが大切です。

ジェネリック医薬品を活用
ジェネリック医薬品は、成分・効能は新薬と同
じなのに価格は半額以
下。医療の質を落とさ
ずに家計の負担を軽く
することができます。

かかりつけ医を決める
軽い病気やけがですぐに大病院を受診すると、
余分な特別料金（医科︰初診
7,000円）がかかります。まず「か
かりつけ医」を受診して紹介
状を書いてもらいましょう。

「はしご受診」はしない
はしご受診は同じ病気で複数
の医療機関を転々と渡り歩く
こと。検査や薬が重複するた
め医療費が余計にかかる上
に、体への負担も心配です。

「リフィル処方箋」を使う
「リフィル処方箋」を利用すれば、医師の診察な
しで最大３回まで同じ処方
箋で薬が受け取れます。通
院負担が軽減できるので、
まずは医師に相談を。

健診で生活習慣病を予防
生活習慣病は治療が長期にわたり医療費が高額
です。健診・保健指導を
受けて生活習慣病を予防
すれば、医療費を大きく
節約できます。

■増大が続く国民医療費

（厚生労働省「令和 2（2020）年度 国民医療費の概況」）

　上手に医療を受ければ、医療の質を落とさず
に余計な医療費負担を減らせます。家計を守り、
健康保険を守るために、適正な医療の受診にご
協力をお願いします。

適正受診で

医療費が増大中！


